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５．様式（企業向けの様式） 

 
様式１（専門職によるアドバイス支援事業 依頼書） 
 

平成 30 年 10 月 3 日 

 

公益財団法人テクノエイド協会 殿 

 

（依頼者） 

                  〒162-8557  

住所 東京都新宿区津久戸町2-1  

 

事業者名 ㈱熊谷組  

担当者所属 新技術創造センター  

担当者名 久保 隆司  

電話番号 080-9393-4406  

電子メールアドレス tkubo@ku.kumagaigumi.co.jp  
 

 

専門職によるアドバイス支援事業 依頼書 

 

貴法人が福祉用具・介護ロボット実用化支援等一式の一環として行う、介護ロボット等に係る「専門職によ

るアドバイス支援事業」について、下記の書類を提出して依頼します。 

 

 

記 

 

 

１．専門職によるアドバイス支援事業 依頼概要書（別紙） 

 

２．会社概要（任意様式） 

 

３．これまでの介護ロボット等に関わる開発実績がわかる書類（任意様式） 

※）実績がない場合は、提出不要 

 

 

 

 

（本書類の取扱いと留意事項について） 

○ ご提出いただく「専門職によるアドバイス支援事業 依頼概要書（別紙）」は、介護施設等とマッ

チングする際、当協会のホームページを通じて、介護施設等へ公開いたします。 
従って、記載する内容は、公開可能な範囲で差し支えありませんが、具体的な記載がない場合に

は、マッチング先が現れない場合もあり得ることをご了承ください。 
○ 適切なご協力がいただける介護施設等とマッチングするためにも、記載内容は技術的な事に偏ら

ず理解しやすいものとしてください。 
○ 当協会では記載内容や本事業に関わる各種の相談を承っております。 
○ 案件によっては、マッチング先が現れない場合もあり得ることをご留意ください。 

 

企業等 
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平成 30 年 10 月 3 日 

 

専門職によるアドバイス支援事業 依頼概要書 

 

１．希望する事業の種類（いずれかに〇印を記入してください。） 

１．介護現場と開発企業の意見交換の実施  

２．試作機器へのアドバイス支援 〇 

 

２．依頼者（企業）の概要 

企業名 ㈱熊谷組  

担当者名 久保 隆司  

担当者連絡先 

住所 
〒162-8557 

東京都新宿区津久戸町2-1 

電話 080-9393-4406   

電子メールアドレス tkubo@ku.kumagaigumi.co.jp 

主たる業種 フローラ協会：介護機器の開発 

主要な製品 歩行器 

希望する施設等の

種類や職種等 

・介護老人保健施設、介護老人福祉施設、 リハビリテーション機関など 

その他 アドバイス支援については、10月末頃を希望 

 

３．当該機器の開発コンセプト又は試作機器等の概要（可能な限り詳しく記入してください。） 

機器の名称（仮称） フローラ・テンダー 

試作機器の有無及

び機器のコンセプ

ト（試作機器あれば

写真を添付） 

試作機器の有無 １．有  ・  ２．無 

機器の目的及び特徴 

・特長：立ち座り介助付きの歩行器 

・目的：介助者の負担軽減、個人の尊厳、自立支援 

想定する使用者及

び使用方法、使用場

面 

① 想定する使用者  

杖を使えば歩行可能だが転倒の心配がある方  

② 想定する使用方法  

屋内使用 

③ 想定する使用場面 

日常的に使用してもらう 

現在の開発状況と

主な課題 

現在の歩行器は、試作機段階です。2019年4月販売予定をしています。 

課題は、利用者・介護者の意見をもらえていないため、意見を聞き反映させたい。 

特にアドバイス（意

見交換）を希望して

いる事項 

アドバイスいただけるので良い点、悪い点、改善点など言っていただきたい。 

改善できることがあれば対応したいです。 

その他  

（注）必要に応じて記載欄を増やしてください。 

（別紙） 







熊谷組 歩行支援機器の開発の歴史 
 
 当社は、1999 年 7 月より、独立行政法人産業安全研究所の杉本旭先生の特許に基づいた、

体重免荷式歩行器の共同開発（NEC キートン、ロボトピア）に参加していました。この時

開発していた体重免荷式歩行器は鉄板天井から吊下げる方式であったことから、天井の構

造を良く知るゼネコンであること、また、当時当社で開発していた壁面塗装ロボットの移

動部分の構造が体重免荷式歩行器の移動機構に近い物であったことなどから、お声掛けい

ただいた次第です。 
 後にこの体重免荷式歩行器を「フローラ」と名付け、この共同開発を基に販売やメンテ

ナンスなどの実施者が集まって「フローラ協会」を作りました。 
 2001 年に天井鉄板式歩行器の実用 1 号機とハーネスが完成しました。以後、ハーネスは

改良を続け、歩行器も天井から吊下げない歩行器式のものが 2003 年に完成しました。 
 この時開発した体重免荷式歩行器（旧フローラ）は、完全にリハビリ訓練用であったこ

と、天井鉄板式は天井の改修（補強）工事も必要で高コストであったこと、歩行器式のも

のも機械が大きかったことなどからあまり普及せず、10 年ほど前に一旦販売と開発を中止

しました。 
 2016 年になり少子高齢化が社会問題となる中、介護需要の高まりなどを背景に、在宅で

の自立生活支援機器として新たに開発したのが今回の「フローラ・テンダー」とその関連

商品です。 
 
旧フローラの概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

天井鉄板式フローラ 

 天井に平滑な鉄板を張り、強力な磁石で吊り下げて

います。磁石と鉄板の間にはわずかな隙間があり、自

在に動くことができます。 

 リハビリを目的とした歩行訓練用として開発されま

した。 

 



 
歩行器式フローラ 

 上に屋根のような張り出した天秤により天井鉄

板式と同様の免荷機能があります。また、転倒防止

機能も備えています。タイヤは 6 輪です。 

 天井鉄板式と同様、リハビリを目的とした歩行訓

練用として開発されました。 

フローラハーネス 

 フローラに装着するもので、歩行訓練をする際の体重免荷、転倒防止のた

めに使用します。固定方法の違いにより 3 タイプがあり、ズボンなど衣服の

上から装着します。 

 お尻の下にあるミニサドルとベルトワークにより、長時間使用しても痛く

ならないという特徴があり、フローラ本体よりよく売れました。 
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